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こ
の
と
こ
ろ
世
界
で
は
、宗
教
上
の
信
念
や
人
種
的
差
異

に
関
わ
っ
た
衝
撃
的
な
テ
ロ
事
件
な
ど
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

他
方
、欧
州
で
も
米
国
で
も
、文
化
的
背
景
の
異
な
る
移
民

の
排
斥
や
、国
際
協
調
よ
り
も
自
国
優
先
を
掲
げ
る
政
治

家
が
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。世
界
が
混
迷
へ
の
道
を
た
ど
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
、憂
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
際
社
会
で
は
、宗
教・人
種・国
籍
を
越
え

た
普
遍
的
人
権
が
、す
べ
て
の
政
策
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ

き
基
本
原
理
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
般
市
民
を

自
分
勝
手
な
理
由
で「
敵
」と
見
な
し
て
凶
行
に
お
よ
ん
だ

犯
人
た
ち
は
、こ
の
基
本
原
理
を
そ
の
行
動
で
否
定
し
ま
し

た
。だ
か
ら
と
いっ
て
、テ
ロ
や
犯
罪
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る

政
治
家
が
、移
民
や
人
種・宗
教・性
的
指
向
上
の
少
数
者
の

権
利
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
の
も
問
題
で
す
。そ
れ
は
人
々

の
多
様
性
を
社
会
の
秩
序
と
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
た

す
べ
て
の
人
の
努
力
を
水
泡
に
帰
さ
せ
、敵
対
を
呼
び
掛
け

る
声
を
拡
げ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

国
際
連
合
は「
世
界
人
権
宣
言
」で
、差
別
の
な
い
国
家
を

越
え
た
人
権
の
尊
重
を
訴
え
て
い
ま
す
。私
は
こ
の
基
本
に

立
ち
返
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
最
初
の
２
条

を
詩
人
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
意
訳
で
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

第
１
条　

み
ん
な
仲
間
だ

わ
た
し
た
ち
は
み
な
、生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
す
。ひ

と
り
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
人
間
で
あ
り
、そ
の
値
打

ち
も
同
じ
で
す
。だ
か
ら
た
が
い
に
よ
く
考
え
、助
け
あ
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
２
条　

差
別
は
い
や
だ

わ
た
し
た
ち
は
み
な
、意
見
の
違
い
や
、生
ま
れ
、男
、女
、宗

教
、人
種
、こ
と
ば
、皮
膚
の
色
の
違
い
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、ど
ん
な
国
に
生
き
て
い
よ
う

と
、そ
の
権
利
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

摂
南
大
学
は
、国
際
連
合
が
世
界
の
大
学
に
呼
び
掛
け
て

組
織
し
た「
国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・イ
ン
パ
ク
ト
」に
、そ
の
原
則

９
と
原
則
10
で
加
盟
し
て
い
ま
す
。原
則
９
は「
持
続
可
能

性
を
推
進
す
る
」で
す
が
、原
則
10
は「
異
文
化
間
の
対
話

や
相
互
理
解
を
促
進
し
、不
寛
容
を
取
り
除
く
」で
す
。本

学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
教
育・国
際
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
、こ
れ
ら
は
右
記
２
つ
の
原
則
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

原
則
10
の
国
際
理
解
の
出
発
点
も
、世
界
全
体
で
通
用
す

る
平
等
な
人
権
と
い
う
基
本
原
理
で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う
な

観
点
に
立
っ
て
、国
際
理
解
を
す
す
め
る
た
め
の
教
育
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Setsunan University

学 長挨拶真の国際理解は
普遍的な人権の確認から

学長　八木 紀一郎
Yagi Kiichiro
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　“赤鬼”スピリッツ注入！！　     　　　　　　     　　　　

関西大学ラグビーＡリーグの本学ラグビー部は５月、
元ラグビー日本代表主将のアンドリュー・マコーミック
さんをコーチに迎えました。現役時代に気迫溢れるプ
レーから“赤鬼”と呼ばれたマコーミックさんは、すでに
「アンガスさん」の愛称でチームから慕われる存在で
す。２００９年以来の大学選手権出場をかけた９月か
らの今季リーグへの意気込みなどをマコーミックさんを
含む３人の指導陣に聞きました。

　このチームはラグビーが大好きで素直な
選手ばかりで、一緒にやっていて楽しいで
す。それは素晴らしいのですが、それだけで
はダメでもっと高い目標を持ち、人から言わ
れるだけでなく自分から考えてチャレンジす
る選手が多くならないと力は伸びません。
指導でまず始めたのはチーム内のコミュニ
ケーションアップのためのミーティング強化
です。食事の時に選手同士のグループミー
ティングをするようにしたら、1カ月で戦術の
理解度などが大きく変わりました。今季リー
グに向けた課題は、はっきりしています。タッ
クルの後の動きであったり、得意のアタック
の時と比べてエネルギーが低すぎるディフェ
ンスです。今季リーグはベスト３に入って
大学選手権に出るという大きな目標があり
ますが、そのためには初戦の強敵、天理大
と第２戦の同志社大を倒さないといけませ
ん。いいスタートを切りたいですね。

アンドリュー・マコーミックコーチ

　選手にとってアンガスさんは憧れの存在で指導を受ける時の目の輝きが違
います。ハートが熱く、細かい技術的なことでも豊富なアイデアをお持ちです。
それでも自分の考えだけを押し付けることはなく、これまでのチームの伝統や文
化も大切にしてくれます。

内部昭彦コーチ（スポーツ振興センター 講師）

　ラグビーを教えられる人はたくさんいますが、グラウンド外のことも指導できる人は少ないので
す。ただ強いだけでなく好かれるチームを作ってくれると期待してアンガスにコーチをお願いしま
した。影響は大きくて彼が来てからチームが明るくなりました。選手がよく話すようになったからで
す。選手同士だけでなく年上の大人との「縦の会話」がものすごく増えたのには驚きました。

河瀬泰治監督（スポーツ振興センター 教授）

今季リーグ戦日程
日程 時間 対戦カード 会場

1 9月25日（日）12：00 摂南大学 VS 天理大学 宝が池

2 10月 2日（日）14：00 摂南大学 VS 同志社大学 花園Ⅰ

3 10月 9日（日）12：00 摂南大学 VS 関西大学 鶴見緑地

4 10月23日（日）14：00 摂南大学 VS 立命館大学 宝が池

5 11月13日（日）12：00 摂南大学 VS 近畿大学 天理親里

6 11月20日（日）12：00 摂南大学 VS 関西学院大学 神戸ユニバー

7 11月27日（日）14：00 摂南大学 VS 京都産業大学 鶴見緑地

　アンガスさんから教えてもらった戦術が浸透してき

ました。ミーティングの回数を増やして、部員は学食で

ご飯を食べながらも、練習での不安な点や課題を出し

合っています。バラバラな意見を一つにまとめていく中

で理解度も深まってきました。リーグ戦は全試合勝って

関西で優勝し全国を目指します！

>>>木下亮太キャプテン（法律学科4年）

市野純弥さん（スポーツ振興センター）

ぜひ応援に来てください！

>>> 高まったチーム内

   コミュニケーション

ラグビー部指導陣

ラグビー部員一同

目指すは大学選手権
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※1「副専攻課程」…自分が所属する学部・学科で、学位を修めるために履修していく教育カリキュラム（主専攻）とは別に、学部・学科の垣根を越えて幅広い知識・技能・態度を学修できるカリキュラム。
※2「アクティブ・ラーニング」…教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学習への参加を取り入れた教授法・学習法の総称。

今年4月から「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」がスタートしました!

学部・学科の垣根を越え、総合大学ならではの

幅広い知識・技能・態度を学修できるカリキュラムです。

現在1年次生のみですが、

履修者も多く関心の高さがうかがえます。

その学びの概要をご紹介します。

８つのＣan
①前向きで主体的な行動
②リーダーシップ
③質の高いコミュニケーション
④質の高いプレゼンテーション
⑤チームでの協働
⑥自分の強み（長所）の発見・展開
⑦意見や立場の違いの理解
⑧新しいアイデアの創出

３つの力
①異世代・異文化（多様性）を
　主体的に理解する力
②地域社会の課題を主体的に
　発見する力
③主体的に課題を解決し、
　新しい価値を生み出す力

多角的な視点で地域の状況を
分析した上で課題を発見し、
持続可能なまちづくりに
貢献できる知的専門職業人

未来の自分

副専攻課程を通して身につく力［3つの力と8つのCan→未来の自分］

ソーシャル・イノベーション副専攻課程 ※1

がスタート地域を舞台に、アクティブに学ぶ

本副専攻課程では、「地域経済・経営」「地域政策・文化」

「地域環境・防災」「地域医療」を中心として、

多角的な視点で地域の状況を分析した上で課題を発見し、

持続可能なまちづくりに貢献できる知的専門職業人を育成します。

次に定める要件を全て充足していなければなりません。

1 4年以上（薬学部は6年以上）在学していること　　
2 所属する学部・学科で定められた卒業に必要な単位数を修得していること
3 副専攻課程修了に必要な単位数を修得していること

科目区分 必要単位数
コア科目 4単位

アドバンスト科目 12単位以上
※選択必修科目2単位を含む

演習科目 2単位
合計 18単位以上

副専攻課程修了に必要な単位数

【副専攻課程の修了要件】
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「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」のＨＰもあわせてご覧ください。　URL http://www.setsunan.ac.jp/social_innovation/

グループワークが中心の授業が多く、周りの人とコミュニケーションをとる

場があって、他学部の人とも交流できることに魅力を感じて履修を決め

ました。和歌山県の自宅から片道2時間以上かけて通学しているので、

クラブ活動などの参加が難しく、交流の場が少なくなることに不安を感じ

ていたところだったのです。「地域と私」の授業では、地域の課題解決に

向けて議論した際、同世代の真剣な意見を聞

くことで、自分に不足しているところをたくさん

発見できました。社会のことを考えるということ

は、自分自身を成長させることになります。人と

関わってコミュニケーション能力を高め、社会

に出る準備をしっかりとしたいと思います。

［法律学科1年 大月 瑠奈さん］履修学生の声
授業はグループディスカッションや地域でのフィールドワークが中

心で、地域や社会で活躍している人々と交流します。和歌山県

由良町では、地域の方と一緒に、町おこしや特産品の価値向上

に向けた取り組みを行いました。学生は、自らの主体的な学習と

地域での課題解決の取り組みを通して、社会で必要となる力を

身につけていきます。このプログラムを通

して、たくさんの失敗と成功を繰り返しな

がら、自己効力感を高めて自信を持って社

会に羽ばたいていけます。学生一人ひとり

が地域社会のリーダーに成長すると確信

しています。

［教務部長　荻田 喜代一 教授］授業担当教員の声

>>> 副専攻課程の代表的な科目

副専攻課程は「コア科目」「アドバンスト科目」「演習科目」の３つの科目区分から構成しており、
それぞれに「アクティブ・ラーニング」※2を導入しています。

コア科目

「地域と私」 （1年次配当）

「地域」に焦点を当てて学ぶ意義を理解し、地域ではどのような課題が
存在しているかを学ぶため、テーマ（「地域経済・経営」「地域政策・文化」

「地域環境・防災」「地域医療」）ごとに学習します。また、自分について
考え、グループで協働することの大切さを学ぶための研修プログラムに参
加してもらいます。和歌山
県由良町での体験学習
も実施します。現地の雰
囲気を感じながらグルー
プで調査を行い、発見し
た課題と解決策を考え、
発表します。

アドバンスト科目

「摂南大学ＰＢＬプロジェクト」 （2年次配当）

学生が学外の企業や自治体と連携して自ら課題を発見し、チームで協
力して課題の解決に取り組む体験型の授業です。定期的に学外での
フィールドワークを
行い、地域社会に
存在する課題を探
ります。社会の現
状を知るとともに、
課題を発見し、解
決するためのプロ
セスを体感すること
ができます。

コア科目

「北河内を知る」 （1年次配当）

摂南大学が立地する「北河内」地域で活躍する団体や機関の人びとの
活動状況などを学習します。外部講師の講演とグループディスカッション・
グループワークを
交え、この地域に
住む人々の暮らし
や特徴、現在の
問題と今後の課
題を知ることによ
り、摂大生として
どのように関わる
かを考えます。

演習科目

「地域貢献実践演習」 （3年次配当）

コア科目、アドバンスト科目で得た学びの集大成となる科目です。地域
課題を発見し、解決策の提案を行います。立案する解決策を確かなもの
とするために 、
フィールドワーク
や 調 査 結 果 の
分析により、根拠
を蓄積していきま
す。演習を通して
物事に主体的に
取り組む力を養
成します。
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実
施
し
ま
し
た
。準
備
か
ら
運
営
ま
で
の

ほ
ぼ
全
て
を
文
化
会
系
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ズ
が
行
い
、入
学
後
間
も

な
い
新
入
生
に
対
し
て
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ゲ
ー
ム
や
夕
食
作
り
な
ど
を
通
し
て
、自

己
や
他
者
へ
の
信
頼
感
を
深
め
、成
熟
し

た
人
間
関
係
を
構
築
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。担
当
す

る
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
、6
カ
月
も
の
時
間
を

費
や
し
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
新
入
生
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
徐
々
に
打

ち
解
け
、キ
ャ
ン
プ
終
了
時
に
は
、「
と
て

も
楽
し
く
て
2
日
間
が
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
う
こ
と
が

で
き
た
」「
他
学
部
に
友
達
が
で
き
て
良

か
っ
た
」「
た
く
さ
ん
の
先
輩
・同
級
生
と

話
す
こ
と
が
で
き
た
」と
充
実
し
た
様
子

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

学
園
祭
が
い
よ
い
よ
開
催
！

　

学
生
が
主
催
す
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
、摂

大
祭（
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）・摂
友
祭（
枚

方
キ
ャ
ン
パ
ス
）を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

し
て
い
る
梅
田
ロ
フ
ト（
大
阪
市
北
区
）と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る

学
生
は
44
人
。文
系・理
系
を
問
わ
ず
学

部・学
科
横
断
型
で
取
り
組
み
ま
す
。学

生
た
ち
は
4
～
５
月
に
か
け
て“
つ
な
が

る
”を
テ
ー
マ
に
梅
田
ロ
フ
ト
の
魅
力
が

よ
り
高
ま
り
大
学
生
ら
し
さ
を
全
面
に

打
ち
出
し
た
売
り
場
企
画
を
チ
ー
ム
単

位
で
立
案
し
ま
し
た
。５
月
下
旬
に
は
ロ

フ
ト
取
締
役
執
行
役
員
の
方
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、そ
の
上
で
実
際
に

売
り
場
展
開
す
る
企
画
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
内
容
は
女
子
大
生
の
恋
を

応
援
す
る
グ
ッ
ズ
や
友
達
同
士

で
盛
り
上
が
る
パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ

ズ
の
販
売
、普
段
の
ギ
フ
ト
に

ち
ょっ
と
し
た
工
夫
を
施
し
消

費
者
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
演
出
を

提
案
す
る
も
の
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
煩

わ
し
さ
か
ら
離
れ
る
た
め
の
企

画
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

随
所
に
学
生
な
ら
で
は
の
視
点

や
発
想
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
は
梅
田
ロ
フ
ト
の

現
場
担
当
者
と
売
り
場
の
展

開
に
向
け
た
具
体
的
な
話
し
合

い
を
重
ね
ま
し
た
。担
当
者
の

意
見
か
ら
、商
品
を
用
い
て
自

分
た
ち
の
思
い
を
表
現
す
る
こ

摂
南
大
学
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

と
の
難
し
さ
や
売
り
場
を
作
り
込
ん
で

い
く
大
変
さ
を
実
感
す
る
学
生
た
ち
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、企
画
の
実

現
に
向
け
て
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

８
月
２７
日
か
ら
売
り
場
展
開
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
夜
遅
く
ま
で
準
備
を
し
て
い
た

学
生
た
ち
は
、こ
の
日
を
無
事
迎
え
ら
れ

た
こ
と
に
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
る
と
同

時
に
、自
分
た
ち
の
企
画
を
目
に
見
え
る

形
で
実
現
で
き
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
と

達
成
感
を
抱
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

お
客
様
の
入
り
も
上
々
。本
学
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、大
学
生
ら

し
い
着
眼
点
で
作
ら
れ
た
売
り
場
に
足

を
止
め
、商
品
を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る

お
客
様
も
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。学
生
は

「
自
分
た
ち
が
作
り
上
げ
た
売
り
場
に

対
し
好
意
的
な
反
応
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。売
り
場
は
9
月
11
日
ま
で
展
開
。初

め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
普
段
の
学
生
生
活
で
は

問
わ
れ
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
な
ど
、た
く
さ
ん
の
気
づ
き
を

得
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
が
こ
う
し
た
難
し
さ
や
大
変
さ

を
実
感
し
、新
た
な
気
づ
き
や
発
見
を

得
な
が
ら
、自
ら
設
定
し
た
目
標
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
主
体
的
に

活
動
す
る
と
こ
ろ
が「
摂
南
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
醍
醐
味
で
す
。本
学
の

教
育
理
念
で
あ
る「
自
ら
課
題
を
発
見

し
、そ
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
知

的
専
門
職
業
人
の
育
成
」を
実
践
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
あ
り
、「
参
加
メ
ン
バ
ー・

学
外
の
連
携
先
と
の
協
働
を
通
し
て
、

『
主
体
性
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組

む
力
』、『
自
分
と
は
異
な
っ
た
価
値
観
を

受
け
入
れ
る
力
』、『
課
題
を
発
見
し
、解

決
す
る
力
』を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

新
し
い
価
値
の
創
造
を
目
指
す
」を
到

達
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、梅
田
ロ
フ
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
、学
生
た
ち
は
、チ
ー
ム
で

協
働
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む

苦
労
を
経
験
し
ま
し
た
。他
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
協
力
し
て
物
事
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、将
来
、社
会
で
仕
事
を

す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
な
り

ま
す
。学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、非
常
に

有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
学
期
の
恒
例
行
事

新
入
生

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

　

5
月
21
日・22
日
と
6
月
4
日・5
日
の

2
回
、宇
治
市
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

で
、恒
例
の
新
入
生
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
を

P
B
L

学
生
生
活

梅
田
ロ
フ
ト
と

摂
大
生
の

コ
ラ
ボ
！

　

企
業・団
体・地
域
と
協
働
し
課
題
解

決
に
取
り
組
む
授
業「
摂
南
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
か
ら
、今
年
度
実
施

学生生活

学
生
行
事

キャンプファイヤー！

梅田ロフトのスタッフと協力しながら売り場展開前日に準備をする学生たち
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創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
や

模
擬
店
、来
場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
多
数
用
意
し
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
交
流
の
場
と

し
て
の
大
学
祭
を
目
指
し
ま
す
。皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
◆

常
翔
学
園
3
大
学
の
体
育
会
系

課
外
活
動
団
体
が
交
流
戦
！

　

6
月
11
日
と
12
日
、本
学
寝
屋
川
キ
ャ

ン
パ
ス
等
で「
常
翔
学
園
3
大
学
体
育
会

課
外
活
動
団
体
交
流
戦
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

2
0
1
1
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
同
交

流
戦
は
、体
育
会
系
課
外
活
動
団
体
が
一

堂
に
会
し
て
行
う
も
の
で
、今
年
は
44
団

体（
摂
南
大
22
、大
阪
工
大
19
、広
島
国

際
大
3
）延
べ
1
4
3
9
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

11
日
に
大
阪
工
大
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
総

合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
会
式
と
懇
親

会
を
行
い
、翌
12
日
に
試
合
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
3
大
学
の
学
生
が
交

流
を
深
め
、各
大
学
の
体
育
会
本
部

長
か
ら
は
交
流
戦
に
対
す
る
意
気
込

み
や
日
頃
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
応
援
の
た
め
駆
け
付
け
た
本

学
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル（
P
E
P 

J
O
Y 

C
R
E
W
）や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
世
界

大
会
優
勝
者
の
近
江
聡
太
さ
ん（
外
国

語
学
科
3
年
）、大
阪
工
大
の
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
部
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
な
ど
し
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

交
流
戦
で
は
各
会
場
で
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
激
し
い
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、合
同
練
習

を
実
施
す
る
競
技
も
あ
る
な
ど
3
大
学

の
各
団
体
が
各
々
の
方
法
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。全
団
体
が
参
加
し
て
行
う

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
は
大
学
対
抗
リ
レ
ー

を
行
い
、優
勝
し
た
大
阪
工
大
に
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
11
月
19
日・20
日
に
は
文
化
会
の

　
　

3
大
学
交
流
会
を
行
い
ま
す
！

〝
就
カ
ツ
〟
の
状
況

―
内
定
率
は「
高
水
準
」に
―

　

今
年
度
の
就
カ
ツ
、い
わ
ゆ
る
就
職
活

動
は
3
月
に
説
明
会
が
解
禁
さ
れ
、選
考

は
6
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。選
考
開

始
時
期
は
昨
年
度
か
ら
2
か
月
前
倒
し

に
な
り
ま
し
た
。学
生
は
2
年
前
か
ら
の

こ
う
し
た
変
化
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。8
月
か
ら
選
考
開
始
と
い
う
変

化
は
昨
年
度
の
み
な
の
で
、比
較
で
き
る

の
は一
昨
年
度
の
就
カ
ツ
で
す
。9
月
1
日

現
在
、本
学
の
内
定
率
は
71
％
。文
系
は

66
％
超
、理
系
は
78
％
程
度
で
、同
時
点

比
較
で
13
ポ
イ
ン
ト
高
く
、企
業
の
旺
盛

な
採
用
意
欲
を
背
景
に
高
水
準
に
あ
る

と
言
え
ま
す
。2
0
1
4
年
度
ま
で
の
流

れ
を
考
え
る
と
、今
後
は
9
月
の
夏
休
み

明
け
か
ら
就
カ
ツ
を
再
開
し
、11
月
頃
に

は
約
80
％
の
学
生
が
終
え
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

未
内
定
学
生
の
支
援
は
？

―
行
事
と
個
別
面
談
で
強
力
サ
ポ
ー
ト
―

　

就
職
部
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

就
職
未
内
定
に
な
っ
て
い
る
学
生
に
つ
い
て

も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
安
心

く
だ
さ
い
。た
だ
時
期
的
な
こ
と
を
考
え

る
と
早
々
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
が
就
職
部
の
願
い
で
す
。今
後
予
定
し

て
い
る
行
事
は
以
下
の
と
お
り
で
、並
行
し

て
個
別
面
談
を
進
め
学
生
自
身
の
就
カ
ツ

で
の
ベス
ト
マッ
チ
ン
グ
を
図
り
ま
す
。本
学

に
対
す
る
求
人
企
業
数
は
1
万
社
を
超

え
ま
す
が
、仕
事
内
容
、勤
務
地
な
ど
の
希

望
が
多
い
場
合
は
受
験
企
業
が
限
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。未
内
定
の
皆
さ
ん
に
は
で
き

る
だ
け
早
く
対
応
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

本
当
の
〝
就
カ
ツ
〟
は

こ
れ
か
ら
？

　

厚
生
労
働
省
調
べ
で
は
3
年
3
割
と

い
う
新
卒
の
離
職
率
が
定
着
し
て
い
ま

す
。長
時
間
労
働
や
職
務
内
容
の
不
一
致

な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
れ
ゆ
え

〝
第
二
新
卒
”と
いっ
た
既
卒
採
用
の
市
場

も
活
性
化
し
始
め
ま
し
た
。今
後
は
就

活
を
一
過
性
の
事
と
し
て
で
は
な
く「
働

き
始
め
る
準
備
を
す
る
期
間
」と
捉
え

ま
し
ょ
う
。就
活
を
通
じ
て
学
生
の
皆
さ

ん
は「
自
分
が
す
べ
き
こ
と
」も
少
な
か

ら
ず
気
付
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。忙
し
い

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、卒
業
研
究
を
中

心
に
学
生
生
活
の
総
仕
上
げ
に
も
ぜ
ひ

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、来
年
度
の
就
活
生
の
皆
さ
ん
に

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、

「
自
分
が
準
備
す
べ
き
こ
と
」を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。英
国
の

E
U
離
脱
な
ど
、経
済・社
会
環
境
の
変

化
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
部
で

は
こ
う
し
た

皆
さ
ん
の
身

近
に
い
て
サ

ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
ま
す
の

で
、行
事
へ
の

参
加
や
個
別

面
談
で
の
来

室
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

交流戦を通じて学園3大学間の絆を育んでいます

就
職
状
況
・
活
動

学内合同企業説明会の様子

個別説明会
7月以後

企業単独の学内説明会
（一次選考を兼ねる企業
もあり）

就活面談会
9月、11月

企 業と学 生の立ち会い
面談会。文系学生中心
に実施。

個別面談
随時

就職部にて実施中。履歴書・エ
ントリーシートの作成、求人企業
紹介。どんなことでも相談を。

模擬面接
随時

就職部にて実施中。予約
制です。

第
42
回
摂
大
祭

テ
ー
マ「
c
o
l
o
r
」

10
月
8
日（
土
）～
10
日（
月
・
祝
）

第
５
回
摂
友
祭

テ
ー
マ「5etsuyuu theater

」

10
月
10
日（
月
・
祝
）

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

こ
れ
ま
で
の
摂
大
祭
実
行
委
員
会
が
作
り

上
げ
て
き
た「
c
o
l
o
r
」と
第
42
回

摂
大
祭
実
行
委
員
会
が
こ
れ
か
ら
作
り
出

し
て
い
く「
c
o
l
o
r
」、そ
し
て
地
域

住
民
の
方
々
の「
c
o
l
o
r
」を
合
せ

て
、新
し
い「
c
o
l
o
r
」を
創
造
し
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

摂
友
祭
も
今
年
で
5
回
目
。
そ
こ
で
、

S
etsuyuu

の
頭
文
字「
S
」を
数
字
の

「
5
」に
見
立
て
、5etsuyuu

と
表
し
て
い

ま
す
。摂
友
祭
を
一つ
の
劇
場
・
舞
台
と
し
て

演
出
し
、実
行
委
員
や
そ
の
他
ス
タ
ッ
フ
が

摂
友
祭
を
演
じ
る
側
の
立
場
と
捉
え
、過

去
最
高
の
摂
友
祭
を
作
り
上
げ
ま
す
。
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「
I
S
O
1
4
0
0
1
」の
認
証
を
取
得

し
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　

教
職
員
だ
け
で
な
く
課
外
活
動
団
体

で
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）の
学
生
に
よ
る
エ
コ
活
動（
清

掃
・
消
灯
作
業
等
）も
行
っ
て
お
り
、審

査
機
関
か
ら
も
良
い
点
と
し
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。今
年
度
は
後
述
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
要
樹
木
に
樹
木

名
、特
徴
等
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
を
設

置
し
ま
し
た
。樹
木
プ
レ
ー
ト
に
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
表
示
し
て
お
り
、樹
木
情
報
検

索
サ
イ
ト「
緑
化
情
報
ナ
ビ
」に
簡
単
に

ア
ク
セ
ス
で
き
、樹
木
の
鑑
賞
時
期
、生

育
条
件
等
も
確
認
で
き
ま
す
。ま
た
、前

庭
お
よ
び
時
計
台
花
壇
に
は
季
節
ご
と

に
花
を
植
え
替
え
る
な
ど
緑
化
推
進
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
省
エ
ネ
活
動
と
と
も
に
、過
ご

し
や
す
く
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
が

ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
！

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

（
C
C
S
）は
、学
内
の
緑
化
・
省
エ
ネ
活

動
の一
環
と
し
て
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号

館
学
生
課
前
に
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
を
設
置

す
る
こ
と
を
計
画
し
、５
月
24
日
、ゴ
ー
ヤ

の
苗
10
株
を
定
植
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
は
、葉
と
ツ
ル
で
日
差

し
を
避
け
る
こ
と
で
、冷
暖
房
の
使
用
を

抑
え
節
電
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
植

物
は
常
に
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て
い
る
の

で
、そ
こ
を
通
る
風
は
涼
し
く
感
じ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

C
C
S
メ
ン
バ
ー
は
朝
夕
の
散
水
だ
け

緑
化
推
進
で
さ
ら
に
快
適
な

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を

　

本
学
は
2
0
1
5
年
1
月
に
環
境

に
関
す
る
国
際
的
標
準
規
格
で
あ
る

で
な
く
、摘
心
・
摘
花
、ツ
ル
の
調
整
な
ど

こ
ま
め
に
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。７
月

現
在
、梅
雨
の
豊
か
な
雨
と
熱
い
日
差
し

を
浴
び
て
、ぐ
ん
ぐ
ん
と
伸
び
て
先
端
は

2
メ
ー
ト
ル
を
突
破
し
ま
し
た
。頑
張
っ

て
育
て
て
い
き
ま
す
の
で
、暖
か
く（
で
も

涼
し
く
な
る
よ
う
）見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

環
境
保
全

▲樹木プレートのQRコードからは「緑化情報ナビ」にアクセス可能!▲

中庭時計台花壇

ゴーヤ10株を移植中（5月）

こんなに成長しました（7月）

図書館ラーニング・コモンズ開設記念
｢トーク･イベント｣を開催

　学修支援施設「ラーニング・コモンズ」の開設を記念して、トーク・

イベント「江弘毅さんと大いに語ろう『街をイキイキ～私たち大学生

が地域おこしでできること』」を７月６日に開催し、学生・教職員合わ

せて約５０人が参加しました。

　３部構成の第１部は、学生が2件のＰＢＬ活動とその成果につ

いて発表。第２部では、講師として江弘毅氏を迎え、「街づくりと地

域、地図と暦」をテーマに話題提供していただきました。続く第３部

では、キャリア教育推進室の水野武講師の進行で、江氏と参加学

生を交えた討論会を行い、地域おこしや街づくり活動に参加するこ

との難しさと楽しさなどについて、熱く意見を交わしました。

Library

江 弘毅（こう ひろき）氏
株式会社140B 
取締役編集責任者

京阪神エルマガジン「Meets Regional」編集長
などを経て、2006年、大阪市中之島に「編集集
団140B」を設立。

PBL活動について発表する学生
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大
学
を
災
害
時
の
警
察
臨
時
活
動
拠
点
に

八
幡
警
察
署
と
協
定
書
を
締
結

　

6
月
6
日
、枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
京
都

府
八
幡
警
察
署
と「
災
害
時
の
施
設
利

用
に
関
す
る
協
定
」締
結
に
か
か
る
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は「
災
害
時
で
も
警
察

機
能
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
の一
部
施
設
を
一
時
的
に
提
供

し
、警
察
の
臨
時
拠
点
と
す
る
」も
の
で

す
。同
協
定
に
基
づ
き
、8
月
25
日
に
は

大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
た
と
想
定
し

て
八
幡
警
察
署
の
機
能
を
枚
方
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
す
る
訓
練
を
実
施
。八
幡
警

察
署
員
、八
幡
市
役
所
職
員
、八
幡
市
消

防
本
部
職
員
、本
学
教
職
員
や
学
生
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、移
転
訓
練
の
ほ

か
、被
災
者
の
救
助
・
受
け
入
れ
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
た
救
急
救
命
訓
練
な
ど
災

害
時
を
模
擬
し
た
実
働
型
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。本
格
的
な
訓
練
に
初
め
て
参

加
し
た
学
生
か
ら
は「
連
絡
や
報
告
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、自
身
の
課
題
も
見
つ

か
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
重
ね
、災

害
時
に
備
え
た
い
」と
積
極
的
な
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

―
目
的
や
希
望
に
沿
っ
た
選
択
を
―

　

多
く
の
学
生
に
国
際
交
流
の
機
会
を

設
け
る
た
め
、春
と
夏
に
海
外
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。春（
3
月
）に
は
、薬

学
部・看
護
学
部
の
学
生
を
対
象
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
の
語
学
研
修（
英
語
）を
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
は
な

い
発
音
や
治
安
に
対
し
て
の
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、参
加
学
生
か
ら「
き
れ
い

な
発
音
と
陽
気
な
講
師
な
ど
期
待
以
上

の
成
果
が
あ
っ
た
」と
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。治
安
の
面
で
は
、徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、安
価
で
集
中

的
に
学
べ
る
機
会
と
し
て
今
後
も
継
続

予
定
で
す
。夏（
8
月
）に
は
、5
カ
国（
メ

キ
シ
コ・台
湾・カ
ナ
ダ・韓
国・タ
イ
）で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
総
勢
26
人
が
参
加
し
ま

し
た
。こ
の
ほ
か
西
日
本
の
大
学
18
校
が

加
盟
し
て
い
る
U
N
G
L（U

niversity 

N
etw
ork for G

lobal Leadership 

D
evelopm

ent in W
est

）が
主
催
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
ま
す
。昨
年
度

U
N
G
L
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、学

内
で
の
周
知
や
参
加
者
増
に
向
け
た
活

動
に
も
自
発
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
を
き
っ
か
け
に
、新
た
な

活
動
を
開
始
す
る
学
生
や
、長
期
留
学
に

挑
戦
す
る
学
生
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
の
受
け
入
れ
で
は
、例
年
、約

1
年
間
受
け
入
れ
て
い
る
韓
国・大
田
大

学
校
の
交
換
留
学
生
に
、昨
年
協
定
を
締

結
し
た
台
湾・南
台
科
技
大
学
と
大
葉
大

学
か
ら
の
交
換
留
学
生
が
加
わ
り
ま
し

た
。ま
た
、短
期
の
留
学
生
受
け
入
れ
で

は
、日
本
語
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、学

部
で
の
授
業
も
一部
提
供
し
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
18
人
の
留
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。さ
ら
に
新
し
い
試
み
と

し
て
は
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本
留
学
の
見
学

を
目
的
と
す
る
5
家
族
17
人
を
受
け
入

れ
ま
し
た（
生
徒・学
生
11
人
、保
護
者
6

人
）。こ
れ
は
常
翔
学
園
高
校
と
の
合
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、本
学
の
国
内
学
生・留
学

生
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
こ
の
よ
う
に
、海
外
に
出
て

行
く
だ
け
で
は
な
く
、国
内
に
い
な
が
ら

も
外
国
人・異
文
化
に
触
れ
る「
国
際
交

流
」の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
語
学
部
生
が
海
外
派
遣

「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
4
人
合
格

―
今
後
は
大
学
推
薦
枠
が
可
能
に
―

　
「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」は
、外
務
省

が
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流

基
金
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。内
容

は
A
S
E
A
N
諸
国
の
中
学・高
校
な
ど

で
、日
本
語
教
師
や
生
徒
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、授
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
日
本
文
化

の
紹
介
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。外
国

語
学
部
で
は
こ
れ
ま
で
４
人
が
合
格
し
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
2
人
、タ
イ
に
2
人
の
学
生

が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
実
績
か

ら
国
際
交
流
基
金
と
本
学
は
6
月
、連
携

協
定
を
締
結
し
、今
後
は
大
学
推
薦
枠
で

「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」の
選
考
に
応
募

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
21
日
に
は
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
全
学
対
象
に「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。国
際

交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら

事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、次
い
で
昨

年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ス
マ
ト
ラ
島
の
高

校
で
半
年
間
活
動
し
た
楠
本
礼
奈
さ
ん

（
4
年
）が「
停
電
と
断
水
が
毎
日
１

度
は
起
こ
り
不
慣
れ
な
生
活
を
経
験

し
ま
し
た
が
、地
域
の
人
び
と
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
」と
報
告
。さ
ら
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、ジ
ャ
ワ
島
に
赴
任
予
定
の
金
城

郁
美
さ
ん（
3
年
）が「
派
遣
前
研
修
で

『
日
本
語
っ
て
楽
し
い
！
』と
思
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
気
付
き
ま
し

た
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。40
人
を
超

え
る
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
が

あ
り
、プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

2016年度 海外派遣プログラム結団式

協
定
締
結

国
際
交
流

交
流
事
業

山
口
千
尋
さ
ん（
4
年
）

「
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
生
徒

以
外
か
ら
も『
せ
ん
せ
い
！
お
は
よ

う
！
』な
ど
と
声
を
掛
け
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

羽
柴
優
太
さ
ん（
4
年
）

「
タ
イ
の
生
徒
た
ち
は
授
業
で
よ
く
発

言
を
し
、活
発
で
、伸
び
伸
び
と
し
て
い

ま
す
」

タ
イ
ロ
イ
エ
ッ
ト
の
中
高
一
貫
校
で
活
動
中

バ
ン
コ
ク
の
中
高
一
貫
校
で
活
動
中

日本語パートナーズ　羽柴優太さんと派遣先の生徒たち

災害時に備え、警察機能を大学に移転する訓練

現
在「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」で

活
動
中
の
学
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

避難者の救助・受け入れ訓練
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法 
学
部

Faculty o
f Law

外
国
語 

学
部

Faculty of
Foreign Studies

スペイン語専攻新歓・交流会

スペイン語専攻新歓・交流会

中国語専攻神戸見学

学生参加の各種イベントを開催しました

●英語、中国語、スペイン語、インドネシア・マレー語専攻で
　新入生歓迎会（4～6月）
●2015年度秋学期多読マラソン（英語）表彰式（5月9日）
●外国人留学生との交流「ニホンゴパーティ」（6月22日）
●2016年度漢字コンテスト表彰式（7月19日）
●大阪中学生サマー・
　セミナー（7月23日）
●上海外国語大学（中国）・
　サザンクロス大学
　（オーストラリア）への
　海外実習（8～9月）

法学の魅力を語る神垣教授

多くの学生であふれる講演会場

東京で行われた授賞式に
出席した丘さん

　
法
曹
実
務
家
を
招
い
て

　
特
別
講
演
会
を
開
催

　　

6
月
16
日
、法
政
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
で
、1
年
生
を
中
心
と
し
た
約

2
8
0
人
を
対
象
に
特
別
講
演
会「
法

と
仕
事
～
国
内
で
2
人
し
か
い
な
い
実

務
家
が
語
る
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
日
比
谷
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
の
神
垣
清
水（
か
み
が
き
せ
い
す

い
）客
員
教
授
。神
垣
教
授
は
、東
京
地

方
検
察
庁
の
特
捜
部
時
代
に
ロッ
キ
ー
ド

事
件
や
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
捜
査
に
携

わ
っ
た
ほ
か
、オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
は
刑
事
部
副
部
長

と
し
て
60
人
の
検
事
を
指
揮
。そ
の
後
、

公
正
取
引
委
員
会
委
員
な
ど
を
経
て
、

現
在
は
弁
護
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

講
演
で
は
法
学
部
の
４
つ
の
進
路
別

コ
ー
ス
を
挙
げ
、法
律
の
専
門
家
と
し
て

の
道
と
非
法
曹
と
し
て
の
道
を
例
示
し
、

法
律
を
学
ぶ
意
義
や
、今
の
学
び
が
将
来

の
仕
事
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
、社
会

の
中
で
の
法
律
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
。講
演
の
合
間
に
は
、最
近
マ
ス

コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
た
政
治
家
の
公
的
資

金
流
用
問
題
や
タ
レ
ン
ト
の
覚
せ
い
剤
事

件
を
法
律
的
視
点
か
ら
解
説
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
、会
場
の

関
心
を
引
き
付
け
ま
し
た
。ま
た
、自
身

が
関
わ
っ
た
オ
ウ
ム
事
件
の
捜
査
尋
問
に

つ
い
て
そ
の
裏
側
も
含
め
て
紹
介
。学
生

た
ち
は
、自
分
た
ち
の
生
ま
れ
る
前
の
時

代
に
起
き
た
事
件
に
も
関
わ
ら
ず
、新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
だ
け
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
内
容
だ
け
に
、熱
心
に
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
検
察
官
検
事
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ

た
」「
目
標
と
す
る
法
曹
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
る
方
の
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、と
て
も
た
め
に
な
っ
た
」「
法
的
思

考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
た
」「
法
学
部
は
幅
広
い
進
路
の
選

択
肢
が
あ
る
の
で
勉
強
し
て
自
分
の
な

り
た
い
道
に
進
も
う
と
思
っ
た
」な
ど
感

想
を
述
べ
、法
学
部
の
学
生
た
ち
に
と
っ

て
自
身
の
将
来
を
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
M
O
S
世
界
学
生
大
会
の

　
日
本
予
選
で
入
賞

　

外
国
語
学
科
の
丘
あ
り
さ
さ
ん（
4

年
）が
、M
O
S（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ

ス 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）世
界
学
生
大
会
の

日
本
予
選
で
入
賞
し
ま
し
た
。こ
の
大
会

に
は
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
分
野
が
あ
り
、挑
戦
者
は
全
国
で
延
べ

4
万
8
千
人
に
も
上
り
ま
す
。入
賞
で

き
る
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
20
人
。丘

さ
ん
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
大
学・短
期
大
学

部
門
で
受
賞
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

「
新
規
事
業
の
企
画
提
案
な
ど
を
行
う
際

に
、勉
強
し
た
こ
と
を
生
か
し
た
い
」と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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経
済 

学
部

Faculty o
f Eco

no
m

ics

経
営 

学
部

Faculty of Business 
A

dm
inistration

　
摂
南
経
済

　
ゲ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施

　
＿ 

講
師
に
外
国
総
領
事
や

　
　 

企
業
ト
ッ
プ
を
招
く

　　

実
地
に
近
い
教
育
を
行
う
と
い
う
経

済
学
部
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し
た
授
業

の一つ
に「
摂
南
経
済
ゲ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。担
当
教
員
の
ガ
イ
ド
の
も

と
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、学
生
は
生
き

た
経
済
の
現
実
の
課
題
と
活
動
に
触
れ

る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
５
人
の
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を

招
き「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
で
働
く

に
は
何
が
必
要
な
の
か
」「
関
西
の
企
業

は
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
市
場
に

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」「
企
業

と
地
域
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
る
の
か
」等
、国
際
経
済
、地
域
経

済
、観
光
経
済
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連

し
た
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト:

千
島
土
地
㈱
社
長
／
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
芸
術
・
文
化
政
策
セ
ン
タ
ー
長
／
西

山
酒
造
場
社
長
／
在
大
阪
イ
タ
リ
ア
総

領
事
／
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
経
営

学
研
究
科
教
授

　
上
海
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

　
海
外
研
修
を
実
施　

　

夏
期
休
暇
中
に
上
海
お
よ
び
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
短
期
研
修（
国
際
経

済
実
践
演
習
）を
実
施
し
ま
し
た
。上

海
研
修（
７
日
間
）は
、さ
ま
ざ
ま
な
企

業
を
視
察
し
、現
地
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

か
ら
中
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
難
し

さ
、楽
し
さ
、や
り
が
い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、中
国
人
学
生
と

チ
ー
ム
を
組
み
、ユ
ニ
ク
ロ
等
の
企
業
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
、日
中
の
接
客

サ
ー
ビ
ス
や
価
値
観
の
違
い
な
ど
も
体
感

し
ま
し
た
。

　

豪
州
研
修（
16
日
間
）は
、ニュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
大
学
で
英
語
授
業
を
受
け
る

と
と
も
に
、日
系
企
業
お
よ
び
和
牛
農
家

訪
問
に
よ
り
経
済
の
動
き
に
触
れ
、経
済

学
部
生
と
し
て
必
要
な
知
識・英
語
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

海
外
研
修
に
参
加
し
た
学
生
は
、異

国
で
の
交
流
を
通
じ
て
、日
本
と
外
国
の

生
活
、文
化
、経
済
の
違
い
を
肌
で
感
じ
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
必
要
な
素
養

を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

　
経
営
学
部
生
対
象
の
説
明
会

　
を
開
催 『
目
指
せ
、未
来
の

　
公
認
会
計
士
！
』 

　　

5
月
31
日
、経
営
学
部
生
を
対
象
に

「
公
認
会
計
士
制
度
説
明
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。こ
の
説
明
会
は
、日
本
公
認

会
計
士
協
会
近
畿
会
の
協
力
の
も
と
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
毎
年
継
続
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、今
回
は
約
90
人
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
監
査
・
税
務
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」と

い
う
公
認
会
計
士
の
主
な
3
業
務
に
つ

い
て
の
紹
介
後
、試
験
制
度
の
詳
細
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、公
認
会

計
士
の
宮
口
亜
紀
氏
と
米
山
高
志
氏
か

ら
は
、性
別
や
年
齢
に
制
限
が
な
く
、全

員
が
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
扱
わ

れ
る
こ
と
や
、会
計
基
準
が
世
界
で
統

一
さ
れ
つ
つ
あ
り
、活
躍
の
場
が
海
外
に

も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。最
後
に
、本
学
経
営
情
報
学
部

（
現
・
経
営
学
部
）の
卒
業
生
で
公
認
会
計

士
と
し
て
活
躍
す
る
野
坂
宇
内
氏
は「
勉

強
は
嫌
、で
も
試
験
時
間
中
は
集
中
す
る
も

の
。何
事
に
も
全
て
本
番
の
試
験
だ
と
思
っ

て
集
中
し
て
受
験
勉
強
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
合
格
に
つ
な
が
っ
た
」と
、自
身
の
体
験

を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、公
認
会
計
士
の
方
々
と
意

見
交
換
を
行
う
積
極
的
な
学
生
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
学
部
で
は
未
来
の
公
認
会
計
士
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、公
認
会

計
士
、税
理
士
を
目
指
す
学
生
の一助
と
な
る

よ
う
、簿
記
検
定
試
験
の
受
験
料
補
助
お
よ

び
単
位
認
定
等
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

女性も働きやすい環境が整っていると
説明する宮口氏

やりがいについて熱く語る米山氏の言葉に聞き入る学生たち

千島土地（株）芝川能一社長

在大阪イタリア総領事（前列中央）

▲上海研修

▲オーストラリア研修
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生
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

今
回
の“
汗
と
涙
”は
、き
っ
と
後
輩
に
伝

わ
っ
た
は
ず
、と
信
じ
て
い
ま
す
。

●
配
属
さ
れ
た
部
署
・
病
棟
を

　
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
１７
階
桜
病
棟
に

所
属
し
て
い
ま
す
。桜
病
棟
は
、血
液
内

科
と
腫
瘍
内
科
の
病
棟
で
す
。主
に
血
液

疾
患
の
患
者
さ
ん
が
多
い
で
す
。抗
が
ん

剤
を
使
っ
た
り
、ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
が
あ
っ

た
り
と
、特
殊
性
の
あ
る
病
棟
で
、日
々

覚
え
る
こ
と
は
多
い
で
す
が
、先
輩
看
護

師
が
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
の

で
、毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。

●
今
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

休
日
日
勤
、夜
勤
も
経
験
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。お
か
げ
で
、病
棟
の
１
日
の

流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。点
滴

管
理
や
採
血
な
ど
、実
際
に
経
験
す
る
と

同
時
に
、自
分
が
行
う
こ
と
に
対
し
て
責

任
感
が
増
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
後
輩
へ
”ひ
と
こ
と
“

　

今
は
、実
習
や
研
究
で
忙
し
い
時
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、そ
れ
は
全
て
看
護
師
に

国家試験合格率 看護学部第1期生

Faculty o
f Scie

nce
 and

 Eng
ine

e
ring

理
工 

学
部

第1部　学生による作品発表の会場風景

た
自
分
の
作
品
に
つ
い
て
図
面
と
模
型

を
用
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。建
築
学

科
の
設
計
演
習
で
は
、代
表
者
が
自
作

品
を
他
人
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
こ
と
を
日
常

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、今
回
の
デ

ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
は
、先
輩
・

後
輩
が
混
在
し
た
建
築
学
科
生
全
員
で

あ
り
、教
員
、非
常
勤
講
師
の
先
生
方
の

ほ
か
、保
護
者
も
多
数
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。代
表
者
11
人
は
非
常
に
緊
張

し
つ
つ
も
堂
々
と
自
分
た
ち
が
与
え
ら
れ

た
課
題
か
ら
何
を
感
じ
、ど
う
考
え
て

設
計
し
た
の
か
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。第
2
部
は
、4
年
生
の
卒
業

設
計
選
抜
者
発
表
で
し
た
。こ
ち
ら
は
一

気
に
会
場
の
緊
張
感
が
高
ま
り
、説
明

す
る
4
年
生
の
気
合
い
十
分
な
プ
レ
ゼ
ン

に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
後
輩
も
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
講
演
の
建

築
家 

武
井
誠
氏
に
は
第
2
部
の
審
査
員

と
し
て
、学
生
に
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
1
回
建
築
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、“
学
生
た
ち
に
よ
る
汗
と
涙
の
結
晶
”

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

今
後
も
学
生
企
画
と
し
て
続
け
て
い
く

か
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
の
建
築
学
科

建
築
学
科

　
学
生
主
体
の
建
築
デ
ザ
イ
ン

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
＿ 

全
建
築
学
科
生
が
一
堂
に

　
　 

会
す
る

　

建
築
学
科
は
2
月
6
日
、全
学
年
の

学
生
が
一
堂
に
会
す
る“
第
1
回
建
築
デ

ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
”を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
学
科
と
し
て
卒
業
設
計
に

関
す
る
発
表
会
等
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
学
生
主
体

に
よ
る
全
学
年
が
一
堂
に
会
す
る
デ
ザ
イ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し

た
。当
初
、教
員
は「
ど
う
な
る
こ
と
か
」

と
少
な
か
ら
ず
心
配
し
ま
し
た
が
、学

生
ス
タ
ッ
フ
17
人
が
立
候
補
で
決
定
さ

れ
て
以
降
は
、冊
子
の
編
集
、会
場
の
し

つ
ら
え
、参
加
者
の
席
決
め
等
、フ
ォ
ー
ラ

ム
参
加
者
と
な
る
1
年
生
も
理
解
し
や

す
く
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

当
日
会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
全

建
築
学
科
生
を
含
め
約
3
5
0
人
。第

1
部
で
は
、１
年
生
か
ら
3
年
生
の
代
表

者
11
人
が
、設
計
演
習
課
題
で
製
作
し

 

　
全
員
合
格
！

 

　
国
家
試
験
合
格
・
就
職
内
定
に   

 

　
向
け
た
努
力
が
実
り
ま
し
た
！

　

看
護
学
部
1
期
生
が
２
月
に
看
護
師・助

産
師
国
家
試
験
を
受
験
し
た
結
果
、い
ず
れ

も
受
験
者
全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。就
職

活
動
も
絶
好
調
で
、卒
業
生
全
員
が
就
職

内
定
を
得
て
、そ
れ
ぞ
れ“
１
０
０
％
”を
達

成
し
ま
し
た
。

な
る
た
め
の
こ
と
で
す
。自
分
の
看
護
を
提

供
す
る
病
院
を
探
す
こ
と
も
大
切
な
こ
と

な
の
で
、自
分
に
合
う
病
院
探
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
で

肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。僕
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
、こ
こ
に
就
職
す
る
ぞ
！
と
思
い

ま
し
た
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
の

で
、楽
し
く
病
院
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。100％ 100％

看
護 

学
部

Faculty o
f N

ursing

卒業生からのメッセージ

〜看護学部1期生〜

現在の様子を
聞いてみました。

勤務先：大阪市立総合医療センター

常門 昭寿さん
看護学科　2016年3月卒業

国家試験合格率

100％

看護師

助産師 就職率
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Faculty o
f Pharm

aceutical Sciences
薬 
学
部

　

４
月
に
設
立
し
た
臨
床

研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

記
念
し
て
７
月
１６
日
、設

立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
は

「
基
礎
と
臨
床
を
融
合
さ

せ
た
研
究
を
通
し
て
、
医

療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
設
置
し
た
も
の
で
、
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は『
日
本
の

小
児
医
療
環
境
を
考
え

る
』を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

学
外
か
ら
７
人
の
演
者
を

　
学
会
賞
を
受
賞

　

薬
学
部
の
学
生
の
多
く
は
、日
々
の
研

究
成
果
を
学
会
や
学
術
論
文
に
報
告

し
て
い
ま
す
。今
回
、5
月
に
開
催
し
た

「
日
本
薬
剤
学
会
第
31
年
会
」に
お
い
て

「
日
本
薬
剤
学
会
永
井
財
団
学
部
学
生

七
つ
星
薬
師
奨
励
賞
」を
受
賞
し
た
2

人
の
学
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　

　

樫
本
　
憲
明 

さ
ん（
6
年
）

私
は
、「
I
n 

v
i
t
r
o 

D
/
P 

s
y
s
t
e
m
を
用
い
た
ナ
ノ
製
剤
化

に
よ
る
難
水
溶
性
薬
物
の
吸
収
改
善
効

果
の
評
価
」を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
ま

し
た
。本
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、新
薬

開
発
時
に
、動
物
を
使
用
せ
ず
、I
n 

v
i
t
r
o 

D
/
P 

s
y
s
t
e
m

と
い
う
機
械
で
、吸
収
改
善
効
果
の
測
定

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、創

薬
の
簡
便
性
の
向
上
や
、ロ
ー
コ
ス
ト
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、４
年
次
の
研
究
室
配
属
で
、共

同
研
究
に
係
る
外
国
人
研
究
員
の
研
究

活
動
の
補
助
か
ら
始
め
ま
し
た
。右
も

左
も
わ
か
ら
な
い
、意
思
疎
通
は
全
て
英

語
と
い
う
環
境
の
中
に
身
を
置
き
、半

年
間
研
究
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
図
る
こ
と

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、聞
き
取
れ
た
単
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
用
い
て
情
報
収
集
し
、

確
認
を
取
る
と
い
っ
た
行
為
を
何
度
も

反
復
す
る
こ
と
で
、自
身
の
知
識
に
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、研
究
テ
ー
マ
が
定
ま
っ
た
後
も
同

様
に
、結
果
を
教
授
に
報
告
し
、自
身
の

推
察
と
教
授
の
考
え
の
相
違
点
を
吟
味
。

必
要
な
情
報
を
収
集
し
、修
正
、改
善
を

繰
り
返
す
こ
と
で
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
試
行
錯
誤
を
重

ね
た
結
果
、学
会
発
表
の
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。学
会
で
は
、学
外
の

有
識
者
の
方
々
か
ら
多
く
の
助
言
を
頂

戴
し
、自
身
に
な
い
視
点
に
感
化
さ
れ
な

が
ら
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。こ
の
貴
重
な
経
験

を
、今
後
の
研
究
活
動
、さ
ら
に
卒
業
後

の
社
会
人
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

三
鴨
　
大
輝 

さ
ん（
6
年
）

　

私
は
、「
過
飽
和
製
剤
投
与
後
の
難
溶

性
薬
物
の
吸
収
に
お
け
る
消
化
管
内
再

溶
解
の
寄
与
」と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
発

表
を
行
い
ま
し
た
。く
す
り
の
候
補
と
し

て
研
究
を
始
め
た
化
合
物
が
、新
薬
と
し

て
世
に
出
る
成
功
確
率
は
３
万
分
の
１
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。本
研
究
で
過
飽
和
製

剤
化
の
有
用
性
を
証
明
し
、医
薬
品
開
発

の
成
功
確
率
の
上
昇
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
５
年
次
か
ら
薬
剤
学
研

究
室
に
所
属
し
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
身
の
研
究
を
何
ら
か
の
形
で
残
し

た
い
と
考
え
、学
会
で
の
発
表
を
目
標
に

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。研
究
期
間

が
１
年
間
と
短
い
中
、効
率
よ
く
デ
ー
タ

を
集
め
る
た
め
に
、毎
日
欠
か
さ
ず
指
導

教
員
、実
験
チ
ー
ム
の
後
輩
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、実
験
方
法
の
工
夫
や
失

敗
の
原
因
探
求
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
、学
会
発
表
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
揃
え

る
こ
と
が
で
き
、賞
を
い
た
だ
く
ま
で
に

至
り
ま
し
た
。

　

学
会
で
は
、大
学
な
ど
で
の
最
先
端
の

基
礎
研
究
や
製
薬
会
社
で
の
医
薬
品
開

発
の
現
状
と
課
題
な
ど
を
聴
講
し
、さ
ら

長良川国際会議場（岐阜市）での授賞式

三鴨さん（左）と東野晴輝助教

熱心に聞き入り、小児医療環境の未来を真剣に考える参加者たち

に
医
薬
品
開
発
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。来
年
の
４
月
か
ら
は
、製
薬
企
業

の
M
R（
医
薬
情
報
担
当
者
）と
し
て
働

き
ま
す
。将
来
は
M
R
と
し
て
、さ
ま
ざ

ま
な
人
々
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
世
に
出

た
医
薬
品
を
、世
界
中
の
人
々
に
普
及
さ

せ
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
笑
顔

に
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い

ま
す
。

招
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、小
児
医
療
の

現
状
や
薬
剤
師
と
し
て
果

た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、

行
政
や
現
場
の
最
前
線
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か

ら
貴
重
な
お
話
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
産
官
学
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、そ
の
成
果
が
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
目
指
し

ま
す
。

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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科
研
費

新
規+

継
続
採
択
件
数
は
85
人

　

２
０
１
６
年
度
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
※
）に
は
１
６
６
人
の
教
員
が
応
募
し
、新
規

＋
継
続
採
択
者
は
８５
人
と
な
り
ま
し
た
。今

年
度
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
配
分
額
は

１
億
３
５
２
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

（
※
）科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）と
は
？

人
文・社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全
て
の
分
野
に

わ
た
り
、基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る「
学
術
研

究
」（
研
究
者
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
研
究
）を
対
象

と
し
た「
競
争
的
資
金
」で
す
。

■
学
生
個
人
が
所
有
す
る
パ
ソ
コ
ン
等
に

　M
icrosoft O

ffice 

製
品
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

　
で
き
ま
す

　

本
学
で
は
、Microsoft

社
と
教
育
機
関
向

け
包
括
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、学
生
個
人
が

自
宅
等
で
所
有
す
る
パ
ソ
コ
ン
等
にO

ffice 365 
ProPlus

（M
icrosoft O

ffice

製
品
）を
在
学

期
間
中
に
限
り
、無
償
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、使

用
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。使
用
に

つ
い
て
は
各
種
条
件
、

注
意
点
が
あ
り
ま
す
の

で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

細
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.setsunan.ac.jp/~center/

O
ffi

ce365ProPlus/

■
無
線LA

N

エ
リ
ア
の
拡
張
に
つ
い
て

　

2
0
1
5
年
度
に
実
施
し
た
情
報
処
理
設

備
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
て
要
望
が
多
か
っ
た
無

線
L
A
N
環
境
の
改
善
を

行
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

大
学
全
体
で
の
使
用
可
能

台
数
に
上
限
が
あ
り
ま
し

た
が
、こ
れ
を
大
幅
に
改
善
し
た
こ
と
で
、無
線

L
A
N
に
繋
が
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

一
部
の
ゼ
ミ
室
や
製
図
室
な
ど
こ
れ
ま
で
無
線

L
A
N
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
場
所
に
も
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
設
し
ま
し
た
。

情報教育支援

研究支援

　

こ
れ
に
よ
り
、教
室
を
主
と
し
て
図
書
館
、

談
話
室
、ロ
ビ
ー
、食
堂
な
ど
学
内
各
所
で
無
線

L
A
N
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

無
線
L
A
N
は
学
内
に
お
け
る
教
育
研
究

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
整
備
し
て
い
ま
す
の

で
、娯
楽
目
的
で
の
動
画
視
聴
や
W
E
B
閲
覧

等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、無
線
L
A
N
に

接
続
す
る
パ
ソ
コ
ン
等
に
は
必
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

無
線
L
A
N
が
使
用
で
き
る
エ
リ
ア
お
よ
び
接

続
方
法
に
つ
い
て
は
、情
報
処
理（
演
習
）室
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ニュ
ア
ル
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■ATR CALL BRIX
　（
英
語
学
習
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）の

　
ご
紹
介

　
A

T
R

 C
A

LL

は
、日
本
人

が
英
語
を
学
習
す
る
と
き
の

聞
き
取
り
や
発
音
の
学
習
メ
カ

ニ
ズ
ム
研
究
に
基
づ
い
て
開
発

さ
れ
た
、英
語
の「
音
」に
注
目

し
たe
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

す
。「
読
む
」「
書
く
」「
聞
く
」

「
話
す
」を
効
果
的
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
習
で
き
る
よ
う
に

学
習
課
題
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。学
内
のC

A
LL

教
室
や

情
報
処
理（
演
習
）室
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
だ
け
で
な

く
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
利

用
が
可
能
で
す
。大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
在
学
生

の
方
へ
」に
ロ
グ
イ
ン
用
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。情
報
処
理（
演
習
）室
の
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ

I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
後
、各
コ
ー

ス
か
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

原教授による発表片田准教授による発表

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
テ
ー
マ
別
大
学
・
高
専

合
同
研
究
シ
ー
ズ
発
表
会
が
開
催

　

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ（
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
大
阪
）産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
は
、企
業

の
技
術
開
発
に
役
立
つ
大
学
・
高
専
の
研
究

シ
ー
ズ
発
表
会
を
開
催
。本
学
教
員
が
研
究

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。発
表
後
に
は
参
加

者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
も
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

【
6
月
14
日
】

テ
ー
マ
：
金
属（
材
料
・
加
工
）

発
表
者
：
理
工
学
部 

機
械
工
学
科　

　
　
　
　

原 

宣
宏   

教
授

発
表
タ
イ
ト
ル
：
チ
タ
ン
を
う
ま
く
切
削

　
　
　
　
　
　

 

加
工
す
る
に
は

【
7
月
28
日
】

テ
ー
マ
：
ロ
ボ
ッ
ト
、機
械
・
制
御

発
表
者
：
理
工
学
部 

電
気
電
子
工
学
科

　
　
　
　

片
田 

喜
章 

准
教
授

発
表
タ
イ
ト
ル
：
ホ
モ
ジ
ニ
ア
ス
群
ロ
ボ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

 

制
御
技
術

科研費申請・採択の推移

使用できるソフトの一例

20120
20
40
60
80
100
120

160
180

140

2013 2014 2015 2016（年度）

（件）

新規 申請

新規 申請

新規 採択

新規 採択

継続 採択

継続 採択

新規 +継続 採択

新規 +継続 採択

20100
20
40
60
80
100
120

160
180

140

2011 2012 2013 2014 2015（年度）

（件）

20100
20
40
60
80
100
120

160
180

140

2011 2012 2013 2014 2015（年度）

（件）

新規 申請 新規 採択 継続 採択 新規 +継続 採択 0

50

100

150

200

新規 申請
新規 採択
継続 採択
新規 +継続 採択

20120
20
40
60
80
100
120

160
180

140

2013 2014 2015 2016（年度）

（件）

0

50

100

150

200

14摂南大学広報誌  さやけき  No.5

情
報
教
育
支
援

研
究
支
援



入
試

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

入
試
部

（
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

T
E
L.
0
7
2

−

8
3
9

−

9
1
0
4

特
別
奨
学
金
制
度

　
「
一
般
入
試
前
期
Ａ
日
程
」「
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
前
期
」の
入
試

成
績
優
秀
者
を
特
別
奨
学
生
と
し
て
認

定
し
ま
す
。「
一
般
入
試
前
期
Ａ
日
程
」は

年
間
授
業
料
の
半
額
相
当
額
を
、「
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
前
期
」は

年
間
授
業
料
の
全
額
相
当
額
を
入
学
初

年
度
に
限
り
給
付
し
ま
す
。

英
語
資
格
等
保
持
者
優
遇
制
度

　

公
募
制
推
薦
入
試
Ａ・Ｂ
日
程（
法
学

部
・
外
国
語
学
部
・
経
済
学
部
・
経
営
学

部
）、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

前
期・中
期・後
期（
全
学
部
）に「
英
語
資

格
等
保
持
者
優
遇
制
度（
み
な
し
得
点
制

度
）」を
設
け
て
い
ま
す
。実
用
英
語
技
能

検
定
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

な
ど
の
合
格
ま
た
は
取
得
ス
コ
ア
を
、英
語

適
性
検
査
あ
る
い
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験「
英
語（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
含
む
）」の
得

点
に
み
な
し
て
換
算
す
る
制
度
で
す
。

看
護
学
部
で「
化
学
」が
選
択
可
能
に

　

看
護
学
部
の
公
募
制
推
薦
入
試
Ａ
日

程・Ｂ
日
程
、一
般
入
試
前
期
Ａ
日
程・Ｂ
日

程
の
選
択
科
目
に「
化
学（
化
学
基
礎・化

学
）」を
追
加
し
ま
し
た
。

入試区分 募集学部 試験日 出願期間（インターネット） 合否発表日

公
募
制
推
薦
入
試

Ａ日程

法学部
外国語学部
経済学部
経営学部
理工学部

　　　住環境デザイン学科

11月5日（土）
10月11日（火）～10月26日（水） 11月15日（火）

全学部 11月6日（日）

Ｂ日程 全学部 11月27日（日） 11月1日（火）～11月19日（土） 12月8日（木）

一  

般  
入  
試  

前
期

Ａ日程
ＡＣ日程※ 全学部 1月23日（月）

1月24日（火） 1月1日（日）～1月14日（土） 2月8日（水）

Ｂ日程
ＢＣ日程※

法学部
外国語学部
経済学部
経営学部
理工学部

　　　住環境デザイン学科

2月9日（木）
1月1日（日）～1月30日（月） 2月21日（火）

全学部 2月10日（金）

後期日程 全学部 3月5日（日） 2月12日（日）～2月26日（日） 3月19日（日）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試

前期 全学部

本学
個別学力試験は

課しません

1月1日（日）～1月14日（土） 2月8日（水）

中期 全学部 1月1日（日）～1月30日（月） 2月21日（火）

後期 全学部 2月12日（日）～2月26日（日） 3月19日（日）

※AC・BC日程は「センター試験プラス方式」。AC日程は一般入試前期A日程＋センター試験、BC日程は一般入試前期B日程＋センター試験の受験が必須です。
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本学ＨＰ　後援会ページ
http://www.setsunan.ac.jp/family/kouenkai/education.html

（支出の部） （単位：円）
項　目 予算（ａ） 決算（ｂ） 差異（a-b）

広報費 4,947,000 3,429,918 1,517,082
役員･教職員懇談会費 2,500,000 1,636,967 863,033
教育懇談会費 16,005,000 11,543,798 4,461,202
慶弔費 600,000 380,000 220,000
教育活動援助費 23,812,668 18,967,577 4,845,091
課外活動援助費 4,500,000 4,499,103 897
就職関係費 3,500,000 2,974,744 525,256
人件費 2,500,000 1,592,760 907,240
会議費 3,594,000 2,782,011 811,989
事務費 1,432,000 1,158,911 273,089
予備費 1,720,689 0 1,720,689
次年度繰越金 0 15,263,568 △ 15,263,568
支出合計 65,111,357 64,229,357 882,000

（収入の部） （単位：円）
項　目 予算（ａ） 決算（ｂ） 差異（a-b）

教育振興会援助金 49,560,000 48,678,000 882,000
貸付金回収収入 20,000 20,000 0
利息収入 0 0 0
雑収入 0 0 0
前年度繰入金 15,531,357 15,531,357 0
特別会計からの繰入金 0 0 0
収入合計 65,111,357 64,229,357 882,000

一般会計１

（収入の部） （単位：円）
項　目 予算（ａ） 決算（ｂ） 差異（a-b）

前年度繰入金 68,350,611 68,350,611 0
利息収入 4,000 3,989 11
一般会計からの繰入金 0 0 0
収入合計 68,354,611 68,354,600 11

特別会計2

２０１6年度  
秋期 教育懇談会のご案内

２０１5年度  後援会決算書 ２０１6年度  後援会予算書

　ご家庭と大学をつなぐ連携の一つとして、教育懇談会では

保護者と各学部の先生がご子女の修学状況、学業成績、大

学生活、就職問題などについて、個別に懇談をしていただく機

会を提供しています。

　６月１１日（土）に開催した春期教育懇談会では、寝屋川・枚

方合わせて５１２組６６５名の保護者の方にご参加いただきま

した。秋期教育懇談会では、本学（寝屋川・枚方）会場に加え

て、学外８会場で開催いたします。

　詳細については、８月に送付いたしました案内状、または本

学ホームページをご確認いただきますようお願いいたします。

2016年度 開催スケジュール
10/ 8（土）	 本学【寝屋川】
10/22（土）	 本学【枚方】

10/ 2（日）	奈良
10/16（日）	福岡

10/29（土）	 岡山、松山
11/13（日）	難波
11/20（日）	京都、金沢
11/26（土）	 米子

（収入の部） （支出の部）
項　目 当年度予算 項　目 当年度予算

教育振興会援助金 49,404,000 広報費 5,381,000
貸付金回収収入 0 役員・教職員懇談会費 1,948,000
雑収入 0 教育懇談会費 16,509,000
前年度繰越金 15,263,568 慶弔費 500,000
特別会計よりの繰入金 0 教育活動援助費 23,317,000

課外活動援助費 4,000,000
就職関係費 3,500,000
人件費 2,200,000
会議費 4,085,000
事務費 1,520,000
予備費 1,707,568
次年度繰越金 0

収入合計 64,667,568 支出合計 64,667,568 

一般会計１
（単位：円）

（収入の部） （支出の部）
項　目 当年度予算 項　目 当年度予算

前年度繰越金 58,882,136 次年度繰入金 58,884,336 
利息収入 4,000 ４０周年記念事業 0 
一般会計よりの繰入金 0 残高証明書発行手数料 1,800 

一般会計への繰入金 0 
収入合計 58,886,136 支出合計 58,886,136 

特別会計2
（単位：円）

後
援
会

（貸付金の部） （単位：円）

前年度貸付繰越残高 収入
（返済）

支出
（貸付）

貸付
繰越残高

20,000 20,000 0 0
※2015年度完済者1名

（支出の部） （単位：円）
項　目 予算（ａ） 決算（ｂ） 差異（a-b）

次年度繰越金 58,352,855 58,882,136 △ 529,281
40周年記念事業 10,000,000 9,471,924 528,076
残高証明書発行手数料 1,756 540 1,216
一般会計への繰入金 0 0 0
支出合計 68,354,611 68,354,600 11

※残高証明書発行手数料・振込手数料

※
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　保護者の皆さまには、日頃

より摂南大学後援会の活動

にご理 解とご協 力をいただ

き、ありがとうございます。私

は、本年度より、後援会会長

に選任されました若松覚美と

申します。

　後援会は、大学と家庭との

連携を密にし、より良い教育

環境の提供を目指し、５つの事業に取り組んでいます。中

でも重点的に取り組んでおります教育懇談会について

は、ご子女の様子を担当の先生から直接聞くことのでき

る貴重な機会です。この機会にぜひともご出席いただき、

日々の不安を解消いただくとともに、参加者同士の情報

交換の場としてもご活用いただければと思います。就職

状況についても大学の就職担当職員がご相談をお受け

しますので、ぜひご利用ください。

　保護者の皆さまには、今後とも後援会活動の趣旨をご

理解いただくとともに、各種行事への積極的なご参加を

お願い申し上げます。

　２０１６年度後援会総会を５月２８日（土）、寝屋川キャンパス１２４３教室で

開催しました。開催に先立ち、松本由紀子会長の挨拶の後、議長に藤村泰

功副会長が選出されました。①２０１５年度事業報告および収支決算の件、

②２０１６年度役員選任の件、③２０１６年度事業計画および予算の件につ

いて議案の審議が行われ、いずれも原案どおり承認されました。２０１６年度

の三役は、下記のとおり選出されたほか、新たに１８名の新役員候補者が承

認され、計７３名の新運営体制が整いました。

　同日開催した「役員歓送迎会」では、新旧役員５８名と、本学からは八木

紀一郎学長をはじめ各学部長など役職者３２名が出席し、大学の近況を話

題に歓談しました。開催に先立ち、八木学長からこれまでの活動に対するご

尽力に感謝の意を表し、感謝状が贈呈されました。

表彰者（※敬称略・50音順）

滝澤　和代   （法学部）
日髙　香代子（理工学部）
藤村　泰功　（看護学部）
松本　由紀子（薬学部）

後援会長 挨拶 2016年度 後援会総会・
役員歓送迎会を開催しました

後援会会長
若松　覚美

2016年度　事業計画

1 大学と家庭との
連絡提携

キャンパスガイド・摂大キャンパ
ス・成績表の送付　ほか

2 教育懇談会の実施 春期・秋期２回開催
（秋は学外でも実施）

3 教育に対する援助 研究発表・ゼミ旅行・
資格試験援助　ほか

4 学生の課外活動に
対する援助

課外活動に対する援助、
大学祭開催に伴う援助　ほか

5 就職活動に対する
援助

保護者向け就職支援冊子作成
費援助、就カツ保護者セミナー
開催費用援助

2016年度　新三役（※敬称略・50音順）

総会の様子 退任代表の挨拶をされる松本前会長

会　長 若松　覚美  （経済学部）

副会長

牛島　弥江  （薬学部）

川嶋　ひろみ（経営学部）

河村　彰則  （理工学部）

神田　耕吉  （薬学部）

監　事
大賀　洋子  （外国語学部）

瀬戸　優子  （経済学部）

不慮の事故や災害等により家計が急変し、学業
継続に支障が生じた場合の経済支援策をご案
内いたします。

＊申請にあたっては、申請書をはじめ収入に関する書類等が必要です。また、 募集案内や説明会等、 
   奨学金に関することは、ポータルサイトでお知らせします ので、情報は見落とさないようにしてください。

　アルバイトのご案内
パソコンや携帯電話からいつでもどこでも安心
な求人情報が入手できるサービスを提供してい
ますので、有効に活用してください。
◎利用にあたっては、㈱ナジックへのアルバイト登録が

必要です。登録希望の方は、本学のＨＰ＞学生生活＞
「学生マンション・アルバイトについて」から手続きして
ください。

家計が急変し、学費の支払いに困った場合は  
奨学金・教育ローン・学費減免・アルバイトのご案内

区　分 名　称 返済の要・不要

奨学金
①日本学生支援機構奨学金（JASSO）の緊急・応急採用

必要
②貸与金額の増額（すでにJASSO奨学生の場合）
③地方公共団体・民間奨学団体の奨学金 団体により異なる

教育ローン

①国の教育ローン 日本政策金融公庫

必要
②本学との提携ローン

学費サポートプラン
　（オリエントコーポレーション）
悠裕プラン（ジャックス）

学費減免 学費減免制度（※給付制の学内奨学金を受給している者
等、適用対象外となる場合があります） 不要

一時金 JASSO支援金（自然災害等により被害を受けた場合） 不要

後
援
会

奨
学
金
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ホームカミングディ 「All 摂南  大学 Day」を開催
6月12日、京セラドーム大阪（大阪市西区）でホームカミングディ「All 摂南大学 Day」を開催 しました。
当日は、卒業生や在学生ら約1000人の摂南ファミリーが集い、参加者は本学協賛試合「オリッ クス・バファローズ 対 横浜DeNAベイスターズ」戦を楽しみました。
試合後は、ドーム内のスカイホールに会場を移し、卒業生や家族、教職員による交流会を通し て親交を深めました。

　オープニングイベントには、摂南ファミリー

のシンガーソングライター神南昌一さん、タレ

ントで女優の安田美沙子さんらも登場。神

南さんは堂 と々した歌声で国歌を独唱し、

安田さんは始球式に登板して会場を盛り上

げました。このほかマスコット始球式に薬学

部OGの江河智美さん、両球団選手への花

束贈呈は卒業生家族の子どもたちが笑顔

で登場し、大舞台で大役を務めました。

　選手との写真撮影会やサイン会、グラウンド

での選手の練習見学やキャッチボール、スタメン

キッズ、ボールボーイなど、とにかく盛りだくさんの

「All 摂南大学 Day」。球場コンコース内には

特設ブースを設けて、大学開学から現在に至る

までの歴史を記したパネル展示を行い、ホーム

カミングディとして卒業生に在学時を懐かしく振

り返っていただける内容にしました。

球場ビジョンには
摂南大学を紹介する映像が流れる

場内放送に経済学科
２年山田啓介さん（右）
が登場

「オリックス・バファロー
ズに学ぶ経済学」につ
いて話す

堂 と々した歌声で
国歌を独唱する
神南さん

テレビ取材で
在学時の研究や
現在のMRの仕事
について応える
江河さん

始球式に登板した安田さん

グラウンドに下りて選手の練習を見学

球場コンコースには大学の歴史を振り返るパネルを展示

スタメンキッズに選手から
サインボールのプレゼント 球場内でボールボーイを務めるキッズ

【写真協力ⓒORIX Buffaloes】

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

in 京セラドーム大阪
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ホームカミングディ 「All 摂南  大学 Day」を開催
6月12日、京セラドーム大阪（大阪市西区）でホームカミングディ「All 摂南大学 Day」を開催 しました。
当日は、卒業生や在学生ら約1000人の摂南ファミリーが集い、参加者は本学協賛試合「オリッ クス・バファローズ 対 横浜DeNAベイスターズ」戦を楽しみました。
試合後は、ドーム内のスカイホールに会場を移し、卒業生や家族、教職員による交流会を通し て親交を深めました。

　始球式に先立ち、場外ステージでのトークイベントにも登場の安田

さん。オリックス・バファローズMCの美緒さんから「天使」と称される

笑顔で、元気いっぱいに学生時代の思い出を語りました。

　大好きだった英語、ユニークな先生、毎日楽しみにして友達と食べ

た学食、京都の自宅から大学にはスーツケースを持って通い、仕事

にも向かう日々だったことも。そして、勉強と芸能活動の両立をしばら

く続けた後、大学からの海外留学と東京での仕事が本格的に忙し

くなる時期が重なり、悩んだ末に大学をやめる選択をしたことにも触

れ、「（やめてしまい）ずっと支えてくれていた友達や先生に悪いなと

思っていたので、今日は感謝の気持ちを伝えに来たかった」とコメン

ト。会場のファンは安田さんのトークに聞き入っていました。

　途中、在学時にゼミ担当だった恩師（田中健二・元外国語学部教

授）からのメッセージを紹介すると、「感動しました！ いつも対等に接し

2001年、国際言語文化学科（現・外国語
学科）入学。在学中にスカウトされ芸能界デ
ビュー。ミスマガジンコンテスト2002で、ミスヤン
グマガジンに選出され注目を集める。現在はタレ
ント、女優と幅広く活躍する。

2013年、外国語学科卒業。卒業後にシン
ガーソングライターとして活動を始める。今
夏にはセカンドシングルをリリースし、広島・
大阪2つの故郷の声援を背に全国へ向け
て熱い想いを届ける。

広島県出身
神
かん

南
な

 昌
しょう

一
いち

さん

京都府出身
安
やす

田
だ

 美
み

沙
さ

子
こ

さん

　この日は経済学部生対象「キャリア特別

講義」の履修学生が球場内外で来場者

にアンケート調査を実施。今年は「女性ファ

ンのプロ野球観戦に関する意識、観戦のリ

ピーターを増やすための方法」をテーマに

取り組んでいます。これらの調査・分析結果

は11月に開催のオリックス・バファローズ主催

「大学生によるマーケティングプレゼンテー

ション」で発表します。

試合前の場外イベントステージで在学時の思い出を語る安田さん

経済学部生が来場者にアンケート調査を実施

試合後の校友交流会の様子

てくれる先生で、いろんな相談をさせてもらいました。仕事のことも認

めて“どっちも頑張れ”と応援してくれていました」と懐かしみました。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
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■法学部　■外国語学部　■経済学部　■経営学部　■理工学部

■薬学部　■看護学部　●大学院

 : 2016（平成28）年9月30日
 : 摂南大学 学長室 企画課

 : 072-839-9450
 : http://www.setsunan.ac.jp

〒572-8508　大阪府寝屋川市池田中町17- 8

発行日
発 行

T E L
U R L

Setsunan 
 U
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rsity

「清けき」と書き、明るい、清 し々い、清く澄んでいる
などの意味を表します。大学歌に「学風さやけき摂
南の」という詞があるとおり、本学の明るく、若さあ
ふれる清 し々いイメージを象徴する言葉です。

「さやけき」とは

表紙の人

（詳細は本誌P.18・19で紹介しています）

安田美沙子さん（左）、江河智美さん（右）

6月12日、ホームカミングディとして開
催した京セラドーム大阪での本学協
賛プロ野球セパ交流戦において、摂
南ファミリーを代表して始球式を務め
た2人。

　学生の自主的な学習活動を支援するため
のスペース「ラーニング・コモンズ」がオープン
しました。グループで学習し、議論したり教え
合ったりして仲間と成果物を作り上げること
ができ、従来の講義を受けて知識を得る「受
身型」から「問題解決型」へと学習方法の変
化に対応した環境を整えています。
　最新式のプレゼンテーション機材を備え、グ
ループ学習・発表、プロジェクト活動やゼミ、イ
ベント等に利用できます。ノートパソコンの貸
出サービスもしています。
　施設は原則としてオープン利用で予約の必
要はありません。詳細は、施設内のサポートコー
ナー（または１Ｆカウンター）にお尋ねください。

プロジェクトブース

 仲間と話し合い、
アイデアをまとめる場

プロジェクトステージ

 まとめたアイデアや意見を
発表、発信する場

グループワーク
エリア

 主体的に行動・学習する場

ラーニング・コモンズが
オープンしました！

図書館

本館1Fに

　学生の皆さんの就職活動や将来をサポートするため、資格取得についての相談や資格対策講座を開講して
います。講座は学内において比較的安価で受講できるので、効率よく学ぶことができます。資格取得のために
積み重ねた努力や経験は、皆さんの財産となり自信にもつながります。在学中にぜひ挑戦してみてください。

約1100人
の学生が資格対策講座を

受講しています（2015年実績）

資格サポートセンターをご利用ください。

公務員
大阪国税局・国土交通省近畿地方整備局・大阪府庁・
滋賀県庁・京都市役所・堺市役所・尼崎市役所
東京消防庁・堺市消防局・警視庁・大阪府警察本部・
兵庫県警察本部・奈良県警察本部など

宅地建物取引士 22.7％合格率 全国平均 ：15.4％

秘書検定2級 合格率 全国平均 ：58.4％（2015.11実施）

リテールマーケティング
（販売士）1級 78.6％合格率 全国平均 ：19.2％

MOS 合格率 全国平均 ：非公開
※MOS：MicrosoftⓇ Office Specialist（Word･ExcelⓇ･PowerPointⓇ）

80.9％

96.9％

合格実績（2015年度） 合格者
続 ！々

場　　所：寝屋川キャンパス5号館１階
開室時間：10時～18時（日・祝日および大学休業日は閉室）

TEL：072－812－6006　Mail：setsunan@josho-shikaku.jp
URL：http://josho-shikaku.jp/setsunan/

お問い合わせ先

（2016.3実施）

（2016.2実施）

（2015.10実施）
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